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主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ
◎ 4 0 0 0 0 0 ◎ 4 16 2 4 2 0
5 8 2 1 0 1 5 10 0 5 0 2
6 13 1 5 0 3 6 7 1 2 0 1
7 6 0 3 0 4 7 15 1 5 2 3
8 4 0 2 0 1 8 6 0 3 0 1
9 0 0 0 0 2 9 14 4 1 0 1
10 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0
11 13 1 4 2 1 11 3 0 1 1 0
12 6 0 1 4 1 12 0 0 0 0 0
13 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 0
14 0 0 0 0 0 14 0 0 0 0 0
15 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0
16 0 0 0 0 0 16 0 0 0 0 0
17 0 0 0 0 0 17 0 0 0 0 0
18 0 0 0 0 1 18 0 0 0 0 0

50 4 16 6 71 8 21 5
○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル

戦　　評
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長崎商 九州女子

九州女子期
日 2007年（平成19年)2月3日(土) ● ○長崎 福岡

角野　　美沙
日野　　彩華

大
会
名

第37回全九州高等学校ﾊﾞｽｹｯﾄ
ﾎﾞｰﾙ春季選手権大会

１回戦

長崎商 50 71

　長崎１位の長崎商業高校と福岡２位の九州女子との１回戦。総合力に優る九州女子が粘る長崎女子高校を振り切り２回戦
進出を果たした。
  第１P、長崎商業高校ハーフコートマンツーマンに対し、九州女子はツースリーゾーンでスタート。互いに硬さの見られる
立ち上がりで、高さに優る九州女子に対し、長崎商業高校はスピードある展開で挑む。しかし、九州女子のゾーンディフェ
ンスを攻めきれず５対１７九州女子リードで第２Pへ。
　第２P、九州女子はセンター＃５岩橋を中心にボールを集めるが、長崎商業高校もセンター陣が必死のディフェンスでリズ
ムを与えない。互いに３Pやガード陣のドライブを中心に攻撃を組み立てるが、なかなかシュートが決まらず第１Pのリード
をそのまま保った九州女子が２８対１４として後半へ。
　第３P、両チームとも硬さがとれ、九州女子はセンター＃５岩橋を中心に空中戦を制し得点を重ねる。それに対し長崎商業
高校も、はやいボール運びからオフェンスを組み立てセンター＃８熊川にアシストするもシュートが決まらない。残り２
分、九州女子がハーフコートマンツーマンに変えると、長崎商業高校は＃５林田、＃６田端が外からのシュートやドライ
ブ、さらに＃１１川口の１対１で追い上げを図るが、九州女子は５０対３３と１７点差に広げ第４Pへ。
　第４P、長崎商業高校は＃１１川口の１対１、＃６からのドライブや、さらにルーズボールにも果敢にものにして追い上げ
を図る。しかし肝心のシュートがなかなか決まらない。それに対し九州女子は、センター＃５岩橋のゴール下の踏ん張り
と、＃９山下の３Pなどで確実に点差を広げ、７１対５０での２１点差で勝利した。
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九州女子
長崎商TO　４：５３

九州女子TO　１１：３９

長崎商TO　１３：４２
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